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1 ⋙〈ᜰዉ 

㧔㧝㧕⋙〈ᜰዉ⚿ᨐの᭎ⷐ 
   ᐔᚑ 2� ᐕ中にᗲ⍮労働ዪ▤内

場でした。この内、全体の 68.1

反が⹺められ、ᤚᱜ勧告ᦠ╬を事ᬺ場

   ⋙〈ᜰዉ実ᣉ事ᬺ場ᢙは、商ᬺ

ᤓᐕᲧ 25%増という大᏷な増加

また、㆑反₸はᐔᚑ 22 ᐕにᲧ

た。                              

 
 
 
 
 
 
 
 また、㆑反件ᢙの多い主な㆑反内ኈ

                                    

㧔㧞㧕定ᦼ⋙〈╬にኻする今ᓟのᜰዉᣇ㊎

   定ᦼ⋙〈╬の⋙〈ᜰዉは、ᴺ定労働᧦件

労働ዪ及び▤下労働基Ḱ⋙〈⟑㧔

で、安ᔃ・安全かつ健ᐽに働くことができる

くこととしています。 

   また、再三のᜰዉにᔕじないなど

くこととしています。 
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ᐔᚑ 23 ᐕ 7,245
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ᗲ⍮労働ዪにおけるቯᦼ⋙〈及び↳๔処ℂ⁁ᴫ 

 

ᗲ⍮労働ዪ▤内の各労働基Ḱ⋙〈⟑で⋙〈ᜰዉを実ᣉした事ᬺ場

68.1%にあたる 4,936 事ᬺ場で労働基Ḱᴺ、労働安全ⴡ↢ᴺ╬

事ᬺ場に交付・ᜰዉいたしました。 

商ᬺを中ᔃに㓸合⊛⋙〈を実ᣉした⚿ᨐ、ᐔᚑ22
増加となりました。 

Ყべ、3.4%の増加となっています。㆑反₸の㜞い

                                ⴫

㆑反内ኈは、ᰴのㅢりとなっています。 
                                    

ᜰዉᣇ㊎ 
ᴺ定労働᧦件の⏕保、労働ἴ害㒐ᱛを図る上で中ᩭ

㧔ᡰ⟑㧕においては、今ᓟとも、すべての労働⠪

くことができる労働Ⅳ境の実⃻を⋡ᜰし、Ⓧᭂ⊛

じないなどᖡ⾰な事᩺にኻしましては、司ᴺ処分をⴕ
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健ᐽ⸻ᢿ 安全基Ḱ 割増⾓㊄

㆑反件ᢙが多い主な内ኈ

い主なᬺ⒳ 

ㆇャ交ㅢᬺ 77.0㧑㧔前ᐕᲧ 1.� ポイント増

ធቴᇅᭉᬺ 75.9㧑㧔  同 �.� ポイント増

保健ⴡ↢ᬺ 75.1㧑㧔   同  0.� ポイント増

 ᬺ 72.4㧑㧔   同  1.� ポイント増

   ᬺ 71.5㧑㧔   同  �.� ポイント増

7,245 事ᬺ႐を⋙〈、2,148 件の↳๔を
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ᗲ⍮労働ዪ⋙〈⺖ 

事ᬺ場の✚ᢙは 7,245 事ᬺ

労働安全ⴡ↢ᴺ╬に㑐するᴺ㆑

22ᐕにᲧべ1,446事ᬺ場、

いᬺ⒳は以下のとおりでし

⴫㧝 

                                    グラフ 1 

 

中ᩭをなすᬺ務です。ᗲ⍮

労働⠪がㆡᴺな労働᧦件の下

Ⓧᭂ⊛な⋙〈ᜰዉをዷ㐿してい

ⴕうなど厳ᱜにኻ処してい

��2

ዞᬺⷙ則

増㧕 

増㧕 
増㧕 

増㧕 
増㧕 

を処ℂ 

13.4% 13.4% 



 

2 ↳๔処ℂ 

㧔㧝㧕↳告処ℂ⚿ᨐの᭎ⷐ 

   ᐔᚑ 23 ᐕの各労働基Ḱ⋙〈⟑で処ℂした↳告処ℂ件ᢙは 2,148 件で、前ᐕᲧ 252 件、10.5㧑の

ᷫዋとなりました。ᬺ⒳別↳告処ℂ件ᢙを⷗てみますと、⇓↥・᳓↥ᬺ、ㅢ信ᬺ╬一ㇱのᬺ⒳を㒰

いて、ほぼすべてのᬺ⒳で↳告件ᢙがᷫዋしました。とりわけ、ㆇャ交ㅢᬺで 60 件㧔24.9㧑ᷫ㧕、

ᵷ㆜ᬺで 44 件㧔17.1㧑ᷫ㧕と大᏷にᷫዋしたのが⋡┙ちました。 

                               グラフ 2 

 

 

   主な↳告事㗄である⾓㊄不ᛄと⸃㓹事᩺のផ⒖を⷗てみますと、⾓㊄不ᛄ事᩺が 1,563 件となり

ኻ前ᐕᲧ 159 件、9.2㧑ᷫのᷫዋとなりました。また、⸃㓹事᩺ 264 件は、ኻ前ᐕᲧ 35件、11.7㧑

のᷫዋとなりました。 

                                      グラフ 3 
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㧔㧞㧕↳告処ℂにኻする今ᓟのᜰዉᣇ㊎ 

ᐔᚑ 21 ᐕのリーマンショックᓟᕆ増した↳告件ᢙは、᧲ᣣᧄ大㔡ἴ╬のᓇ㗀もᔃ㈩されましたが、そ

のᓟの⚻ᷣᖱ勢の一ㇱᜬち⋥しの動きもあり、ᷫዋしつつあります。 
しかしながらᧂだ⛮⛯⊛なᷫዋ傾向にあるとは⹺められる⁁ᴫには⥋っておりません。 
ᴺ定労働᧦件のㆩ守は使↪⠪の⽿務であり、․に、⸃㓹、⾓㊄不ᛄ╬の事᩺については、労働⠪の↢ᵴ

に⋥⚿する問㗴であることから、労働⠪の⟎かれている⁁ᴫに⇐ᗧしながら、事᩺の⸃᳿に向けㄦㅦ・

⊛⏕なኻᔕを図っていくこととしています。 


